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マスウーディー著『黄金の牧場と宝石の鉱山』の
　　　　　　第三～第六章をめぐって（1）
竹　田 新
1　は　じ　め　に
　筆者はアラビア語の特に9～IO世紀の地理書に関心を持つ者として、マスウーディー
譲一Mas‘Odfの書r黄金の牧場と宝石の鉱山』1吻吻adh　一　Dhahab　ma－Ma‘a－din　al　一　fawhαr
（以下、『黄金の牧場』と略記）ωを“国々の奇事の学”の代表例として位置付けてきた（2）。
しかしこの書はあくまで歴史を扱った作品であり、その中に地理が取り込まれているのである
（へmドトスの『歴史』に似ていなくもない。この2世紀ではこうした例は謎一Maqdisrの歴史
書（3）にも見られる。他方、Ibn　KhurdadhbihやaトYa‘qObfは歴史書と地理書（4）とを別個に著
している）。
　本稿では、r黄金の牧揚』の最初の歴史記述たる第3～6章の翻訳を通じて、本来の歴史書と
しての面を考えてみる。この書は、9～10世紀を代表するタバiJ　一　at－Taban一の史書r使徒達
と王達の歴史』7ゴπ肋ar－1？tzsul　ua’Z－1吻勲（5）に見られる編年体とは異なり、主題別にまとめ
た作品である。また、明らかにシーア派から見た歴史であり、シーア派的傾向要素の強いIbn
Hawqa1やal－MuqaddasTをこよる10世紀の優れた地理書（6）をより良く理解するためにも大いに
参考になる作品でもある。因に、かのイブソ・ハルドゥーソIbn　Kh譲dOnによって、この『黄
金の牧場』は“歴史家のための基本的参考書となり、歴史的情報を確かめるための主要な拠り所
となった”書物との評価を受けている（7）。
　本稿は、まず、マスウーディーの現存する2作品『黄金の牧場』と『提言と再考』K．
αt－Tanbfh　wa’　1　一　／shraf　“こ基づき、彼の生涯、次いで、彼の作品について言及し、その後、各章
の翻訳とその解説に進む。『黄金の牧場』には数多くの写本があるが、本翻訳では、Barbier　de
MeynardとPavet　de　Courtei｝｝eの校訂版に基づくChar｝es　Pe｝latによる改訂版（5　vols　，　Beirut
1966－74）を底本とする（8）。
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注
以下で使用する略暑は次の通りである。
Prafries　d’Or∵Ma¢eudi，　Les　prairies　d’or，　Texte　et　traduction　par　C．　Barbier　de　Meynard　et　Pavet　de
Courteille，tome．　王～IX，Paris，1861－77
Mun？ブ’Muniブadh－1）hahab　ua　一　Ma　‘　a－din　al一ノbzσ1zα7，　revised　and　corrected　edition　by　Charles　Pel｝at，
5vols．Beirut，1966－74
TuttbiAh’K．　at－Tanb7h　ua－’1－lshraf，　ed．　M．J．de　Goeje，Leiden，1894
‘lbar’K．　al　一　‘　lbar　ua　一　Df　ua’‘n　al　一　Mz｛btadd　ua’i－　Khabar　fi　Ayyδm　at－‘ノ1搬う繊’1－　‘Afotn　ue’1－Barbar
ua－Man‘　Apara－hum　min　Dhat｛nA　as－　SultaAn　al　一　4hbor，7vols，　Beirut，1956－61
（1）K．Mur9　j　adh－Dhahab　wa－Ma　‘adin　a1－Jawhar　ff　Tubaf　al－Ashraf　min　a1－Mu1負k　wa－Ahl
　　　ad－1）irEyat『王や識奢で貴い考達への贈り物における黄金の牧場と宝石の鉱山』というのがフル・タイ
　　　トルかも知れない（TanbVt　pp．2，329；as－SakhfiwT（d．903A．H．／1497A．D．），al－∫‘lbli　bi－　t－　Tanh－kh
　　　li　一　Man　1）ham2na　Ahl　at－　TaterAt　hJz，£nglish　tr。　Franz　Rosentha1，　A　H　5sterツ　of　Mzrslim　Nistoriggγap｝xy，
　　　Leiden，1968（2nd　ed。）p．489；cf．lbn　an－Nadfm（d．after377／987），K．　ai－Fihrist，　ed．Gustav
　　　Fl員ge｝，　Leipzig，1871－72，p．154）o
（2）アラビア語の地理文獄について（II：西潜10撤紀一一一1）；外國語・外閣文学研究8号（1984）pp．38－52
（3）al－Maqdisr（355／966年以後没）の歴史露は『剣始と歴史』K。　al一撫♂z槻’t－Ta’勲1z。
（4）Ibn　Khurdadhbih［或eth　Khurradadhbih］（272／885年以後没）の歴史霧は現在は不閣であるが、マスウー
　　　ディーがilec金の牧揚』で、その存在に言及Lている（醗磁ブ，　§9，　§503）他、マクディスィーの『劉
　　　始と歴史』には、この書の引用が登場する（ed．C．Nuart，Parls　1899－1919，　II，151，畷，52，89）。他方、
　　　地理露は『諸道と諸顕』K．al－Masa－lile　ua，1－　Mamfilik。また、　a1－Ya‘q嚢嫉（284／897年没）の歴史擦は
　　　『歴史』α卜7ガ㎡肋で、地理齋は『屡々』K、al－Buldtino
（5）以下、タバリーすなわちAbO　Ja‘far　Mubammad　b．　Ja愈a㌻一Taba實（310／923年没）のこの史轡を響黄
　　　金の牧場』との比較に用いる。
（6）沁nHawqal（378／988年以後没）の地理憲は『大地の姿』K．＄ftrat　al－rk’d。｛Lb方、　al－Muqaddasf（380／990
　　　年以後没）の地理書は窪諸州の知識に関する鰻良の区分』K．躍磁アz厩一7如δ働πβ1瞼‘が惣∫α」一．4¢飾η。
（7）引用はイプソ・ハルドゥーソすなわちAbO　Zayd‘Abd　ar－Ra執man　b．　Muhammad　b．　Khaldan（808／1406
　　　年没）の歴史書『実佛の書』　（‘thar）からである（vol．王，　p．52）。アラビア語では、この部分の主語が3
　　　人称・男性・単数の代名詞なので、解釈によっては、職金の牧揚』ではなく、マスウーディーが主語と
　　　もとれる。B．de　Mey照rdなどは、マスウーディーと解釈する（肋醜3盈グ，　t．1，p．VII；cf．R．A．Nicholson，
　　　A　Literary、History　o∫　the　Arabs，　Cambridge，1907，p．353，note3；etc．）が、筆春はF．Rosentha1の英訳（lbn
　　　Khaldiln，　The　Muqaddimah，　An王ntroductlon　to　History，　vo1．工，　Prlnceton，1958，　pp．63－64）と森本
　　　公誠氏の邦訳（イブソ：ハルドゥーソ著　歴史序説　第一巻　岩波霞店　197966貰）に従った（以下、
　　　引用箇所は森本公誠氏の邦訳をお借りした）。
（8）B．de　MeynardとP．　de　Courteilleは（玉）パリの旧王立図書館（la　Bibliotheque　Royale）写本
　　　n°714，（2）同n°598，（3）洞n°579，（4）パリのアジア協会（1a　Soci6t6　Asiatique）所蔵の或る写し、
　　　（5）ライデソ図書館写本n°537，（6）同n°282を用い、Ch．　Pellatは新たに（1）カイロのタイムー
　　　リーヤ（at－Taymifriyya＞写本歴史n“1573［ヒジュラ暦1035年の筆3、（2）メッカ写本歴史n“112
　　　［ヒジュラ暦629年の筆］を加えている。この二つの校訂版に利用されていない写本には、イスタソブー
　　　ルのAya　Sofya　n°3407－09，Fatih　ne　4481，Feyzullah　n°1372，Hekim　n°802，Nur　Osmaniye
　　　n°3421，ReisUlk廿ttap　n°707を始め、フェズのal－QarawiyyTn　n°568，ミュソヘンne374－75，等々、
少なくとも2◎種類以上はある。詳しくは、F．　Sezgln，Geschichte　des　Arabischen　Schrifitums　，　Band　1，
　　　Leiden，1967，　S．334－35，を参照。
　　　なお翻訳には、上記のMeynardとCourtellle　｝：よるフラソス語駅がある（痔α漉sゴ，（）r）他、　Pe1｝atによ
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る訳が進行中で、現在116章までが出販されている（Mas‘ild7，　Lθs加∫廊sずω’．　Traduc乞ion　Fra罵aise　de
Barbier　de　Meynard　et　Pavet　de　Courteil｝e．　Revue　et　corrig6e　par　Charles　Pel｝at．tome．1～N，
Paris，1962～89）。また英額1による108章以下の部分訳もある　（Pau1　Lunde＆Caroline　Stone　Tゐθ
MeadOtus　of　Gold　The　Abbasids　by　Mas‘綴‘，L◎ndon，玉989）Qその他、　Aloys　Sprenger　：　El－Mas‘ndi，s
Ilistorical　EncyxclePaedia　Entitled“The　Mead◎tvs　o∫　Gold⑳㎡雌解s　o∫（｝ems　，”　voX．1（18姐）という、蝦初の
17童の英訳もあるようだ。
IIマスウーディーの生涯
　『黄金の牧揚』の著者マスウーディーは、廟身の名をAb9　al－｝江asaR‘A玉f　b．　al　－Husayn　b．
‘Alf　b．‘Abd　A11諭al－Mas‘itdfと言っており、ニスバ（nisbah，虫来名）の撮一Mas‘負dfは、
彼が預書者ムハソマド（Muhammad）の高名な教友の一人イブソ・マスウード（‘Abd　Allah
ibn　Mas‘Od）の子孫であることを指し示しているようだ（1）。
　また彼はal－Hudhalfというニスバでよばれることもあり、北アラブの有力部族フザイル
（Hudhayl）部族に属するのではなかろうか。実家はイラーク（al－‘王raq，南メソポタミアで、
現イラクの北部を除く）のクーファ（a1－K自fah）にあったらしいが、彼は平安の都バグダード
（Madrnat　as－Salam）で生まれたと思われる（2）。
　マスウーディーはヒジュラ暦300年／西暦912年にアッバース（a1－‘Abbas）家に属する
ある老人がバグダードで彼に語ったある歴史逸話を記録したそうだが、それまでのことは不明で
ある（3）。
　3年後、303／915－16年、ファールス（FEiris，イラソ南西地方）のイスタフル（1§‡a㎞r，｝艮ペ
ルセポリス）においてペルシア人（al－Furs）名家が所有するペルシアの学問や歴史などに関す
る書物を調べた他、この町やジュール（沁r，後のフィールーザーバード）の古い拝火教徒
（aユーMajits）の神殿を訪れたようだ（4）。恐らくはこの時、ペルシア諸地方（arδ温一A‘蔀m）
を巡り、ゾmアスター教の学者達からこの宗教の知識を得たり、ホッラム教徒（al－Khurramiyyah）、
マズダク教徒（a1－Mazdaqiyyah）、マニ教徒（a1－Mahaniyyah）等と討論を行なったりしたの
ではなかろうか（5）。更にホラーサーソ（Khurasan）頭部のバルブ（Balkh，現在は廃壇でアフ
ガニスタソ領内）で、中国（as－＄1n）に何度か陸路で行った者から話を聞いたのも、この頃か
も知れぬ⑥。
　同年、バスラ（al－Basrah）で彼はファールス地方の大港町スィーラーフ（Siraf，現在は廃嘘）
繊身の学識ある大商人Abtt　Zayd　as－Sfraf1　el会い、イソド（a1－Hind）や中国、東海の構報を
得た後、今度はシソド（as－Sind，イソダス流域）を通って、イソドへ向かった（7）Qシソドでは
北のムルターソ（aI－Multan）や南のマソスーラ（a1－Man謁rah，現在は廃撞）を訪れ、後者
では大臣一一家や身分の高いアラブ人に会った他、王の所有になる2頭の象を目撃した（8）。そし
て翌304／916年にかけて、ラール（al－LEir）の地（おおよそ、現在のボソベイ地方に当たる）に
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潜在した（9）。当時、この地はバッラハラー（al－Ballahara）という称号で呼ばれるマーニヤケー
タ（al－Mankfr）の王が支配する国一イスラム世界の外にある、ラーシュトラクータ王朝一の
宗主領であった（10）。マスウーディーはチャウル（＄aymitr）では数多くのムスリムの商人と名
士に会い、キャンベイ（Kanbayah）ではマーニヤケータ王に代わってこの地を治めるバラモソ
（Brahman）と宗教論議を行ったようだ（ll）。彼はインドの歴史や宗教の他、その自然にも深い
関心を示している（12）。
　マスウーディーは岡304／916－17年、オマーソ（‘Uman）からスィーラーフの船に乗り、東ア
フリカのQanbalti　9（ペソバ島か）を訪れ、その年のうちに再びスィーラーフ船でオマーソに
向かった（13）。その後、バスラで、当時のカーディー（qadf，法官）で歴史家でもあったAba
Khalifah　a1－Juma紅（305／917年没）の下で学んだり、306／918年には、バグダードで、シャー
フィー派の（Shafi　‘f）著名な学者lbn　Suray∫（306／918年没）の会（majlis）に出席するなどし
て、何年かをイラークで過ごしたのではなかろうか（14）。
　309／921年、彼はアレッポ（耳alab）で、当地のカーディーを勤める、バグダードで面識の有っ
たザーヒリー派の（Zahirf）法学者王brah轍b．　Jabir（310／922年没）に会った（15）。これがある
いはシリア（ash－Sha’m，ユーフラテス流域より南で、現レバノソ、イスラエル、ヨルダンも
含む）への初めての旅であり、ムスリムに改宗したギリシァ人提督“トリポリ（Tarabu｝us）の
レオ（Lawun）”から地中海に関する詳しい情報を手に入れたり、ビザソツとの国境地帯
（ath－thughgr）の要人で、マスウーディーが後にも数回会うことになるアダナ（Adanah）出
身のAbO‘Um　ayr　b．‘Abd　al－B含qf（337／948年没）からこの国境地帯とビザソツ帝国に関する
知識を獲得するのも、この旅行においてかも知れないα6）。
　313／925年には、イラーク北部のティクリート（Takm“t）にある“緑の教会”　（a1－Kar｝fsah
謡一Khaφra’）で、キリスト教ヤコブ派（a1－Ya‘aqibah）の学者AbQ　Zakariyya’Dankhaと三
位一体などについて議論を戦わしている（17）。モースル（al　一一Maw§il）近郊で、著名な法学者で
文人Ja　‘far　b．　Hamdan　a1－Maw＄ilf（323／935年没）に会見したのもこの時期だろうかα8）。
　315年12月／928年2月には、シリアからユーフラテス川（aトFurat）を下ってバグダードに戻
る途中、ヒート（Hft）の町でバハレーソ（al－Babrayn）のカリマト派（a1－Qaramiねh）によ
る包囲を目撃し、この派の指淳者達や宣伝員達とも会っている（19）。北のハッラーソ（耳arran、
現在は廃撞でトルコ領内）とラッカ（ar－Raqqah）に足を運び、ハッラーソではMa｝ik　b．
‘Aqbgn他のサービー教徒達（as－＄abi’ah）と交わり、彼らの集会所を訪れ、ラッカでは当地
のユダヤ教徒（al－Yahitd）コミュニティーと接触し、　YahGdha　b．　Yasuf（lbn　Abf　ath－Thana’）
とSa‘£d　b。‘Ali（lbn　Ashlamiya）と零う2名のユダヤ教徒学者と議論を戦わしたのは、その前
のことではなかろうか（20）。その後、バグダードから再びフーズィスターソ（a1－Ahwdz）とファー
ルスを訪れ、317／930年に発生したサーマーソ朝の将軍Asf欲b，　Shirwayhとシrア派の宣伝員
（d3　‘f）a1－ljasan　b．　a1－Q且sim譲一Hasan£との戦闘の模様を、レイ（ar－Rayy，現テヘラソ
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の南）から来た人達に聞いた（21）。
　既にこの頃までには、パレスチナ（Filastfn）とヨルダソ（a1－Urdunn）を訪れ、彼がAbg
Kathfr　Yahya　b．　Zakariyya’と呼ぶユダヤ教徒学者と交わり、ティベリアス（Tabariyyah）で
は、消滅したウマイヤ朝を賛美するムスリム学者とさえ会った（22）。また、ナザレ（Na§irah）
のキリスト教会（恐らく、聖母教会）や、恐らくはイエルサレム（Bayt　a1－Maqdis）のアクサー・
モスク（a1－Masjid　al－Aq§a）や聖墳墓教会（Kanfsat　al－Qi頭mah（a1－Qum盆mah））など
も訪れ、サマリア人（a1－Asam呈rah）に関する情報をナブルス（Nabulus）で集めたと思われ
る（23）。その他、ダマスクス（Dimashq）を訪れ、当地のカーディー‘Abcl　AIIah　b．　Zaydに会っ
たり、ウマイヤ・モスク（a1－masjid　a1～jami　‘）やウマイヤ朝の祖ムアーウィァ（Mu‘義wiyah）
のIH居と墓に足を運んだようだ（24）。
　また、カスピ海沿岸（JurjanとTabaristan）や、アゼルバイジャソ　（Ad｝iarbayj護n）とアルメ
ニア（Armrniya）を訪れ、カスピ海と黒海が別個のものであることを確認した他、コーカサス
以北に関する情報を集めた（25）。更には、当然のことながら、メッカ（Makkah）とメディナ
（al－Madfnah）を訪れ、イエメソ（a1－Yaman）などアラビア半島の他地域にも足を｛申ぱした
と考えられる（26）。
　330年の公現祭（a1－Gh総s）／942年1月6日には、彼はイフシード朝のMuhammad　b．
Tughj　al－lkhshfd統治（323／935年一335／946年）下のエジプト（Mi§r）のフスタート
（a1－Fust舞，古カイロ）でこの祭を目撃し、同年、　Mu漁mmad　b．　Tughjの宮殿において、エ
ジプト西部のオアシス（a1－wabat）地方の情報を得ているが、マスウーディーがその宮中に出
入りするイフシード朝との関係は分からない（27）。
　2年後、332年4月／944年1月には、フスタートで『黄金の牧場』の最初の33章（873節まで）
の草稿を書き終えたらしい（28）。同年の夏はアソティオキア（Ant詠iyyah）の謡一Qusyan教会
で、メルキト派（Malakr，シリアのギリシア正教会派）キリスト教聖職者達と会い、経典類を調
べている（29）。シリアの港町ジャバラGabalah）を訪れて、港を管理する提督の‘Abd　A112h　b．
Wa盆に会ったのもこの時であろうか。更に、332／943年か333／944年にはバスラを訪れたのかも
知れない（31）。そして、334年12月／946年7月にはダマスクスで、当地も支配するイフシード朝の
霧主Muhammad　b．　Tughjと休戦と捕虜の身代金を取り決めるためにAba‘Umayrに伴われた
ビザソツの使節が到着したのを賢撃した他、法学者のMubammad　b．‘A泌A濾hからアッバー
ス朝カリフal－Muttaqf（329／940年一333／944年）の性格や治世中のEii来事について聞くことが
できた（32）Q
　336／947年にはフスタートに戻っており、当地でへmナ（Jarundah，在カタロニア）の司教
Godmar（Ghudmar）の書の中にフラソク人の王達の一覧表を見付け、　ff　336年5月／947年
11－12月には、『黄金の牧場』　（初稿）を書き上げた（33）。この間に、アレクサソドリァ
　（a1－lskandariyyah）を訪れて、住民からこの町の歴史を聞いた他、上エジプト（Sa‘id
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Mi§r）へも出掛け、アスワン（Usw独）ではスソナ派の1法学派の祖シャーフィイー（ash－Sh謎i‘i）
の生涯についての情報を得、イフミーム（Akhmim）などではコプト（al－Qibt）に会って古代
エジプトに関する情報を集めたようだ（34）。
　344年9月18日／956年1月5日　eこは、フスタートにおいて強い地震を体験し、翌345／956年、
当地で『提言と再考』を最終的に書き上げたが、『黄金の牧揚』の増補版も完成させていたらし
い（35）o
　彼が『黄金の牧場』と『提言と再考』を書き上げるまでに直接、間接的に教えを受けた知識人
の中には、上記の他、歴史家・伝承学者タバリー（310／923年没）、歴史家・文芸評論家
a＄一＄Ulf（335／946年没）、歴史家・文法学者・詩人Wakゴ（306／918年没）、文法学考・詩人Ibn
Durayd（321／934年没）、文法学潜Nlftawayh（323／935年没）、歴史家　Muhammad　b．
Sulayman　b．　D飾負d　al－M沁qa百、哲学者・科学者Sin諏b．　Thab圭t　b．　Qurrah（331／943年没）
などがおり、ムウタズィラ派の神学者aト∫ubba’f（303／915年没）、同じくAb9　a1－Qasim
a1－Balkhf（319／931年没）、シーア派の神学者撮一輩as奉R　b．　Mitsa　an－NawbakhtT（310／922年
頃没）などとも面識があった。また、高名な臨床医で哲学者のar－RitZf（313／925年没）と、世
界の発出（hudgth）をめぐって討論したとも伝えられている（37）。
　彼は12イマーム派を信奉し、ムウタズィラ派の神学に共感を持っていたらしい（3s）。そしてシャー
フィイー派の法学に従っていたのではないかと考えられるが（39）、彼は上記の3作晶の他、法学、
神学、歴史などに関する数多くの作品も著していたようだ。そして、マスウーディーは
345年6月／956年9月に没した（40）。
　マスウーディーはその生涯の大半を旅に過ごした。少なくとも303年から336年までの期間に、
東方イスラーム世界の多くの地域を旅したが、西方イスラーム世界、鄭ち北アフリカとイベリァ
半島は訪れなかったようである。そして生涯の最後の約15年は、殆どをイフシード朝下のエジプ
トとシジアで暮らしている。故郷のイラークをいわば捨てた原閣は、アッバース朝の政治的混乱
にあったのではなかろうか。
　彼の旅行は純然たる商業活動のため、或は12イマーム派の教義を広めるためではなく、学者達
に会うことや非イスラーム社会を知ることに主たる霞的があったのではないかと思われる。とす
ると、彼はどのようにして生計を立てていたのだろう。恐らくは、旅の萱用を賄うために、何ら
かの商取引に携わることがあったのではなかろうか（41）。また、彼がイフシード朝下で官職を得
たという証拠もなく、マスウーディーの生活は謎に満ちている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
更に、以下で使罵する略号は次の通りである。
Mique｝：Andr6　Mlque1，加9609γo伽9励刃o漉4軍欄oη4召惣∫z‘87｝zαフzブ脚κ，　au　？nilieu　dtt　ile　siδcle，　tome　1，
Paris－La　Haye，1967
Khalidi：Tarif　Kha1圭di，お1⑳海c研s’oがo紐砂ゐy，　Tize　Histori’es　of　Mas‘fldi，Albany，1975
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Shboul：Ah磁ad　M　H　Shbou玉，　Al－Mas　‘na　＆’3fs砺16，、41臨s1伽茄翻⑳証sま砂認んfs乃π卿5飯π蹴一1廊1鋤s，
Londen，1979
（1）自身の名は磁47幻，§522；cf．　Tanbfh　p．2。イブソ・マスウードの子孫として、　Ibn　an－Nadfm，
　　　qp．cit〈1一滋〉，p．ヱ54；Yaqgt（d．626／1229），κ。1層泌α1一海うf飯漁‘融’認一ノ嫉∂，　ed．】：）．　S．imoliouth，
　　　vo1．V，London，1929（2nδed＞，ppほ47－8；al－Kutubf（d．764／1363），Fandt　al　一　Wafayδt，　ed．
　　　M魏bammad　Mぬyf　ad－D至ガAbd　a1－］晦｝宝d，　vo1。王1，Cair◎，2951，p．57；as－Subkf（d．771／1370＞，勲加㈱
　　　ash－Shafi　‘　iyyah　at　一　KWhδ，　vo1．　II，Cairo，1906，p．307；三bn　Tagh㎡bhfdf（d．874／1470），　an－　Nuptm
　　　az－Ztthi’rah，　vol．羅，　Cairo，1963，　pp．315－16などに記されている。更にIb捻Hazm（d．456／1CrS4），　fdmharat
　　　Ansdb　al－‘Arab，　ed．‘Abδas－Salam　Mubam田ad　Har掘，Cairo，1962，p．197及びIbn　Khaldfin，
　　　‘伽7，vo1．　II，p．662には、　Ibn　Mas‘9dまでの系譜も挙げている。そして、マスウーディー自身はイブ
　　　ソ・マスウードの祖先をMuδar　b．　N畷rにまで遡らせる（丁伽励p．294）。
（2）al～Hudhal↑というニスバはan－Najfishf（d．450／1058）　：K．al　一　Rijal　，　Bombay　，1317AH，　p．178；lbn
　　　Hazm，　op　cit〈注1＞，p．197；‘lbar，　H，p．661。実簸がクーファはlbn輩az鵬，　op．cit．p．4i王。バグダー
　　　ド生まれは1撫瞬ブ，§987；Tα7め魏，pp．19，42（“我らの生まれた地で、我らが育った地”）；cf．　Yaqfit，
　　　op．cit＜注1＞，　V，p．147Qなお、マスウーディーの誕｝生をMiquel（p．203，note．2）｝よ283／896年頃に、
　　　Khalidi（p．150）は280／893年頃に、　Shb◎u1（p．2）は280／893年と285／898年の間に、　D．M．Dunlop（Arab
　　　α毎1伽’鋤z’oん1）．1500，London，1971，p．99）は277／890年と282／895年の間に置く。また、‘Al田囎n£
　　　a1－Kharb載1£は287／900年頃に生まれたとしている（al－Mas‘瀬，　Nawabigh　a1－Fikr　a1－　‘Arabf　38，
　　　Cairo，1980，P．22）o　泣12参照o
（3）300年の艶蘂は1顕〃勿，§2161。後代の略伝はおおよそ彼の没年や作品の名を詑すだけで、彼の幼少年期
　　　や、彼の私生活、被の生活手段などに関する惜報は与えてくれない。環代の研究者、例えば、aトKhar協‡1宝
　　　（Qp．cit＜注2＞，　pp．23－24）は、マスウーディーの家族は彼の教育に熱心で、彼はバグダードで様々な
　　　敵養を：身につけたとしているが、Dunlop（op．cit〈油2＞，p．99）は、マスウーディーが学問教育の逓常
　　　の諸段階を経なかったように思えると欝っている。
　（4）ペルシアの露物を調べたのは7セ癖ん，p。106，磁4滅ゴ，§571。ゾロアスター教の神殿を訪れたのはル罐ゴ，
　　　　§　§1403－－40
（5）ペルシアを巡ったのは1吻痂ゴ，§709；Tanbfh，　pp．49，66，74。ゾロアスター数の知識を得たのはTa｝thih，
　　　p．110。ホッラム激徒等と討論したの12　Tanbfh，　pp．353－4。
　（6＞中国の詣を聞いたのは磁吻’，§385。
（7）イソド等の憎報を得たのは磁罐ブ，§351。なお、Miquel（p．121，note．4＞は両考の出会いはこれより後
　　　のことであった可能性を示唆する。イソドへの道筋について、Shbou1（p．6）は恐らくホラーサーソ地
　　　方からシソド地方へ進んだのではなかろうかと需う。cf．磁戯ゴ，§218，§386；§§417－8
　（8）大臣達に会ったのlk　b罐？」，§218，§§417－8。象を臼撃したの｝X　Mt｛n？」，§421。
　（9）al－Larの地に滞在したのはTaTiblh，　p．224，磁〃幻，§269，§§515－6。マスウーディーはこの地で
　　　303年と304年の雨期（shita’）を晃たと欝い（Tanbfh，　p．224）、6月（t鳶mah）はイソドでは薦期だと述
　　　べている（1臨吻，§358）ので、Shboul（p．6）は、ヒジーn．ラ暦304年は西暦916隼7月5日に始まるこ
　　　とから、マスウーディーは916年6月、即ちヒジュラ暦303年12月に西デカソに到着したとする。
　（10）　Mtm2ブ，　§168，　§185，　§269，　§415，　§423，　§515
　（11）チャウルでムスリムの商人達に会ったのは漁滅ブ，§515。キャソペイでバラモソと論議したのは傾吻’，
　　　§269。
　（12）イソドの歴史は1撫2幻，§168、宗教は1協‘規ブ，§157、自然はル伽痂ゴ，§269，§840，§§852－53，
　　　§899。ペルシアとイソドの旅行における彼の観察やイソドでの璽要な人物達との会見から考えると、彼
　　　はこの頃までには大人になっていたのではなかろうか。とすると、マスウーディーが生まれたのは
　　　283／896頃だろうか。
　（23）オマーソとQanba瞼島を往復したのは伽吻，§244，§246。アフリカ大陸に上陸したか否かは、この部
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　　分の記述が伝聞の域を出ていない（Munil’，§844ff）ので不明。また、マスウーディーはas－Sind，
　　az－Zani，as－Sa㎡，　a＄一＄fn，　az－zabajを踏破したと雷っている（磁禰ゴ，§4）が、実際は、後の3地
　　城（チャソバ、中国、スマトラ）には行っていないのではなかろうか。尤も、Car｝Brockelmann（“A1
　　－Mas‘Odf，”EI．1，vo1．斑，p．403）はマスウーディーがその先、セイmソ島や中国方面に向かったとし
　　ているが、ShbOul（p．7）が指摘するように、根拠に乏しい。
（14）Ab9　Khalffah　a1－　Jumahr下で学んだのは1脈ブ§2242，　cf．§§3264－67。尤も日付がないので、これ
　　より前のことかも知れない。Ibn　Surayjの会に出席したのは、　as－Subk£（op．　cit〈注1＞，1夏　，
　　p．307）による。
（15）Ibrah舳b．　Jabirに会ったのは燃蛎，§3326，　cf．§3324。
（16）これ以前には、シリアへ行ったという記録がない。トリポリのレオから情報を得たのは磁4爵，§305。
　　但し、ここではマスウーディーLbZレオとの会晃を単に300／9三2以後と記している。レオはZarafahの奴隷
　　　（ghu12m）としても登揚する（ル勧幻，§739，アbπ励，　p．180）。また、　Abit‘Umayr　b．‘Abd　al－Bfiqf
　　から情報を得たのは伽妙，§739，§760。
（17）Aba　Zakariyya　Dankh註と議論を戦わしたのはTあ伽ん，　p．155。
〈18）Ja’far　b．　Hamdan　al－Mawsilfに会見したのは漁吻，§2907，§3382。
（19）カリマト派の指導春等に会ったのは踊∂ε1z，pp．383－84。
（20）ハッラーソでサービー教徒達と交わったのは1肱瞬ブ，§1395。ラッカでユダヤ教学者と議論を戦わしたの
　　e＆　Tanbfh，P．113。
（21）サーマーソ朝将軍とシーア派宣傍員との戦醐を関いたのは磁俄彰，§3685ff。
（22）Tambih，　p．113には、マスウーディーは320年以前に没したとするユダヤ教徒の学者Aba　Kath㌃と、パレ
　　スチナとヨルダソの地で議論したとある。ウマイヤ朝賛美のムスリム学者に会ったのは7珈励p．336。
　　このティベリアスの記事は324年とあるが、variantとして314年が挙がっており、　C．Broekelmann（op．
　　cit＜淀13＞p．403）やShboul（p．10）は後巻をとっている。
（23）ナザレのキリスト教会を訪れたのは1挽〃幻，§§120－1。アクサー・モスクや聖墳墓教会を訪れたのは
　　ル勧幻，§126。ナブルスでサマリア入の構報を集めたのe＆　Mi〃n2」’，§109。更には、ヨルダソ渓谷や苑海に
　　まで足を延ばした可能性が大である（1吻η妙，§87；TanbfJz，　p．73）。
（24）‘Abd　Allah　b．　Zaydに会ったのは漁癖，§2779。ウマイヤeスクはル勧切§2116、　Mu　‘AwiyahのiH居
　　と蘂はTanb－th，　p．302，ル毎痂ゴ，§1772。また、パルミラ（Tadmur）やバアラバックの遺跡も訪れたらし
　　　L、　（ル霞戚ゴ，　§1403，　§1413）。
（25）これらの地域の記事がMzm？j，§448，§494，§506に見られるが、　Shboul（p．25）が調べたところでは
　　320年以降の出来蓼を含んでおり、彼（p．12）はこの地方への旅を320／932と330／941の間eこ酸いている。
　　他方、Carra　de　Vaux（French　trans．　Le　Livre　de　i’Aeertissemerzt　et　la　R6vision，　Paris，1897，P．工X）、
　　Brockelmann（Qp．　cit〈注13＞，p．403）、　Mique1（p．206）、　a｝－Kharbiltli（op．　cit＜注2＞，p．26）
　　はカスピ海沿岸への旅を310／922から314／926までの間に置いている。カスピ海と黒海が溺であることを確
　　認したのは磁‘吻，§296。コーカサス以北の情報を集めたのは磁賊ブ，§442ff。
（26）メッカ・メディナを訪れたのe2　Tanbfh　pp　．　300－1。イエメソ他の訪問は1臨瞬ブ，§1343，§1376。　Shbou玉
　　はアラビアのペルシア湾岸は303／915－16年のペルシア諸州とイソドへの旅と同時期に置かれうると、そ
　　して304／916年のQanbalfiからの帰りに南アラビアを旅行したかも知れないと讐う（p．12）。またアラビ
　　アの一部は306／918年一316／928年に旅行した可能性もあることを指摘する（p．8＞。
（勿）公現祭を目繋したのは11伽砺，§780。オァシス地方の情報を得たのは1伽彰，§895。ShbOul（p．14）は330／941
　　年以降マスウーディーの旅行はエジプトとシリアに限定されるようになったようだと書う。
（28）『黄金の牧場』の最初の33章を齋ぎ終えたのei　Mttn’t’／’，§874。倶し、『提君と再考』ではこの年に『黄
　　金の牧場』をひとまず霞き終えたとしている（7加τ励，pp．97，155－56）。
（29）アソティオキアで経典類を調べるなどしたのは11伽痂ゴ，§220，§1293。
（30）ジャバラで‘Abd　Allah　b．　WazTrに会ったのは332／944年と思われ（1瞬蝦彰，§306）、　ShbOul（p．14）はア
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　　ソチオキアとその周辺地域への旅行申としている。
（31）B．de　Meynard（Prairies　d’Or，　vol．　L　1860，p．iv）以下、　C．Brockelrnann（op．cit＜注13＞
　　p。403）、Carra　de　Vaux（Penseurs　de　i，　lslanz，1，　Paris，1921，p．98）、　Mique｝（p．2（E）は、マスウーディー
　　が332　or　333／9430r　944年にバスラを訪れたとしているが、　Shboul（p．13）は疑問を呈している
　　　（p．13）。また、M．Reinaud（Intredtrction　gd　zct7ale　a　g診ograpJzie　des　on’entavcx，　Paris，1848，pLXV）は、
　　マスウーディーがビザソツ帝国を訪れたと考えているが、それを嚢書きするような証拠は見当らない。
（32）ダマスクスでビザソツ使節の到着を農撃したのe2　Ta7thfh，　p．194。　Mubamlnad　b．‘AbδA1王ahから
　　a1－Muttaqfについて閥いたのは、1協罐ゴ，§35｝6ff。
（33）フスタートでフラソク人の王逮の一覧表を見付けたのは鰍2幻，§914。黄金の牧揚（初稿）を盤き上げ
　　たのは版御妙，§3606。
（34）アレクサソドリアで町の歴史を關いたのは1轍γ毎，§834，§836。上エジプトへ出掛けたのは1挽〃幻，
　　§780，§810。アスワソでシャーフィイーの情報を得たのe＆　Mtm？」，§2736。古代エジプトの情報を集め
　　たのは1駈姻ブ，§§812－13，§822，§892。
（35）フスタートで地震を体験したのは7〕伽励，p．48。　『提言と再考』の畿終稿を書き上げたのはTanbih，
　　p．401。　『黄金の牧揚』の増補版を完成させたのe2　TaltbTh，pp．155，401。
（36）タバリーはTanbih，　p。267他、　as－S億は1晦痂ブ，§3364他、　WakでeXTanbflz，　p．293他、沁n　Duraydは
　　砥罐ノ，§764、Ni廷awayhiはMun？」，§3391、　Muhammad　b．　SulaymEn　b．　Daw倉d　al－M1nqarfは
　　Mtcriiゴ，§2085，§§2088－90，§2Q92、　Thabit　b．　Qurrah　e＊　Ta？thilt，p．73他に、また、　al－∫ubba’£は
　　TanbiJt，　p．396、　Aba　a1－Qδsim　al－Balkh£はTambih，　p．396、　al　一・　Hasan　b．　Mgsfi　an一翼awbakhtτは
　　Tamb71t，　p，396に、見られるo
（37）この寵事はIbn　A演Usaybi‘ah（d．669／1270），K．‘び躍παト、4肋δ’ガル諏σδ’α！一、4‘のわグ，ed．　August
　　MUller，　vol．1，Cairo，1882，P．321によるσ
（38）樋罐ブ，§§43－46他（本稿IH，p．20参照）から、マスウーディーのシーア派的傾向は明らかで、　Charles
　　Pellatのすぐれた研究（“Mas　‘tidf　et　1’imamisme，”Le　shi　‘　isme　intaA7nite，　Paris，1970，　p，69－90）もある。
　　また、マスウーディーのムウタズィラ派に対する共感は、ムウタズィラ派の学奢達の伝寵（Munif“，
　　§2192，§2418ff，§2916，§2918，§3371他）やこの派の詳しい紹介（§2255ff）などから窮われる上、
　　Subkf（op．　cit＜t霊　1＞，II，p。307）やlbn　Tagh薮Birdf（op．cit〈漉1＞，RI，pp．315－16）はマスウー
　　ディーをムウタズィラ派と見ている。これはadh－1）hahabT（d．749／1348）のTa’rfkh　al－lslamによる
　　ものだろう。そしてlbn　Hajar（d．853／1449）壱iマスウーディーをシーア派かつムウタズィラ派と見てい
　　るようだ（Lお伽α1－1協2伽，vo1。W，Myderabad，1913，pp．224－25）。更に、研究者達、例えば
　　Mique1（p．205－08）はマスウーディーをイスマーイール派であったと主張し、　Carra　de　Vauxはネ）1”　＝＝
　　プラトソ主義がマスウーディー自身の哲学であることを強くほのめかした（LθLf麗鹿乱4観醜伽餌ε’
　　　de　ia　ReVi’sion，　Paris，1897，p．v董）。
（39）as－Subkf（op．cit＜注1＞，H，p．307）はマスウーディーをシャーフィイー派に含む。10世紀の知識人
　　の中には、シーア派、或いはその“シソバ”で、ムウタズィラ派の神学に傾倒する者が多く見られるが、
　　彼らの採絹する法学は、ハナフィー学派やシャーフィイー学派といった、いわゆるスンナ派法学の場合が
　　普通である。例えば、先に触れたムカッダスィーは、シーア派的傾向を持ち、イスマーイール派の宣伝員
　　の可能性もあるが、ムウタズィラ派の神学に共感を持ち、ハナフィー派の法学をとっている（拙稿“ムカッ
　　ダスィーの『諸洲の知識に関する媛良の区分の書』について”大阪外国語大学学報笙64号、1984pp、106，
　　1王6参照）。
（40）Ibn　Tagh　rT　BirdT（op．　cit＜注1＞，III，pp。315－16）がa玉一Musabbi慮（d．420／1029）に基づいて、マ
　　スウーディーの死去を345無6月（956年9月10日～10月10日）に醗いている他、Khalidi（pp．151－52）
　　　によれぱ、adh－DhahabTや王bn　al－‘王mad（d，1090／1679）も同年月としているようだ。その他、
　　YaqQt（op．cit〈注玉〉，V，p．148）は346年という数値を挙げ（1bn　an－Nadfmに墓つくと読めるが、
　　後港の轡（op．　cit＜注1－1＞にはない）、この数値はIb豆翼ajar（op．　cit〈注38＞，W，p．224）にも
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　　見られる。
（41）彼が商品や価格や他の商業活動に様々な場所で書及しており（1踊ブ，§840，§887，§888他）、彼の情報
　　鍵供者や旅仲間の多くが商人であった（imπ？f，§§245－46，§295，§296，§351，§3586他）。
IH　彼の諸作品とr黄金の牧場』
　マスウーディーは『黄金の牧場』と『提言と再考』といった歴史関係の著作より前に、次のよ
うな作品を著しているようだ（1）。それらは『諸宗教の原理に関する讐論』K．認一1肋σδ1δげ
U＄ill　ad－1）砂2縦、『生の秘密』K．Sirr　ai　一一　Haydt（宗教信条などを扱う）、『イマーム位に関す
る洞察』K．al一ム励527ガα1－1滋㎜海｛mo一恥5五4g廊副侃一1職sガー筋｝、　『イマーム位に関
する精髄』K．as　一一　＄afuah　fi　at　一　lmamah、『カトイーヤ派（12イマーム派）イマーム逮の名前
に関する説籾の書簡』亮3δ磁認一勲y伽ガ乃s籾ガα1－A’珈溜3認一◎頃‘切纏｛min　ash－　Sin“‘‘　cth｝、
『宗教の原理に関する解明』K．al－fba“nah　‘an　rガノUlsal　ad－Z＞ゴ短励といった宗教関係（法学・
神学など）、すなわちアラブ固有の“伝統的”学問と目される分野から、『問題と経験』K．
al－QaddYa　wa’卜丁の盈δ（主に生態学を扱う）、　駁政治に関する｝7題』K．ar－Rガ欝
czs－Sab‘iNYak｛露’s－S痴s訟、　『段階魅K．αz－　Z2eta∫（自然哲学）など、外来（特にギリシア
起源）の“純理的”諸学（哲学・自然科学など）関係まで、多方面にわたる作品である（2）。こ
のことから、彼が当時の殆ど全ての学問に関心を持ち、知的な面に関して、否科全書的であった
ことが窺われる。そして、諸学の最後に取り組んだと言われる歴史は、彼にとって終極の学であ
り、歴史こそ諸学の総合の上に打ち立てられるべきものであった③。彼の作品には、『預需者
一
家の情報に関する理知の庭園£K．H認読qα1－Aづ触伽露Aゐ励δγ盈‘　／Vzl　〉　‘B嬢）an－Nα醜
｛ma－Tafa2U吻　－him　f，　al　一　twlddin｝、　il輝くばかりの歴史情報と預需者一家の情報に関する珍
しい歴史伝承誰K．ル勉z励か（Mag‘thir）al　一　Akhbdir　ma－Tewdif（IZzrdif？al　一　A｝haAr　fi　Akhbdir　Al
an－Nab2　r／1擁7観∂ノ、　『｛全般的な歴史情報と各種の歴史伝承に関する｝諸会合の結合』K．
Wa51　al　一　Ma　」δ1is｛bi－　Jandmi　‘　al　一、Akhbδr　ma－Mttkhtaii孝　al　一　Athar｝といった“伝統的”分野の
ものもあるが、彼が最も力を注いだのは、外来のものも取り入れ、地理を含んだ“総合的な”人
類史としての、以下に紹介する7作晶であろう（4）。
　それらの最初に著されたのものは、マスウーディーの全作品中、最大最長の書と思われる『時
代の情報、そして過去の民やいにしえの世代や消え去った羅々の上に時が引き起こした荒廃』
Aklzbar　az　一　ZamaAn　ua－Man・Abahda　一　］zu　al　一　Hidthti？z　min　al　一　Umam　al　一　Madiyah　wa’　1一ノ1か認
al　一　KhaLiyah　n’t－　Mamalik　ad－　Da－thirah（以下、『時代の情報悉と略記）であろう㈲。この書
は主にカリフ達やEEfaの時代に起こった出来事を記したものだが、世界創造の記述で始まり、ペ
ルシァ他の前イスラーム期ならびに非イスラーム世界の歴史や地理や文化を扱い、イスラーム期
は恐らく年代期であり、様々な宗派やイスラーム法学派の見解を検討し、学老などの伝記を含み、
288
論集第4号（1990年）
様々な学を詳しく扱うなど、カリフ達を軸に数多くの情報を含んでいたと推察される⑥。全体
が30部に分かれ、第1部（fann）には、黒人（as－S＆dan）と彼らの居住地・慣習・歴史に関す
る情報も含まれており、第2部には、海洋と潟川の起源に関する様々な理論も扱われており、第
14部には、アダム（Adam）が彼の子供達を互いに結婚させるに際して、いかに違反を避けよう
としたのかに関する拝火教徒の考え方も示され、第30部には、アッバース朝とシーア派
（at－丁且lban）の反乱が詳しく記されていた（7）。その他、318／930年までのハワーリジュ
（a1－Khawa燭，イスラームの党派）諸派の情報（歴史）の章（bab）を始め、アブー・ターリ
ブ家（Al　Abf　T翻b，アリーの子孫達）に関する数多くの情報や、コソスタソチヌス皇帝
（Qustantfs）、ヒーラ（a1－Hrrah，イラークのユ～フラテス河岸にあった都市で、ここに都を
置いたラフム族の王朝〈3世紀初頭～602（633）年〉を指す）やガッサーソ［族］（Ghassan，彼
らの王朝〈529年～581（636）年〉はダマスクス周辺域を拠点とした）の王達、バッジャージュ
（al－Hajjaj，95／714年没、ウマイヤ朝の軍人、政治家）や、バルマク家（a1－Ba慮mikah，アッ
バース朝の宰相職などを132／750年～187／803年に務めた）、食客達（‡ufayliyyfin）、サッファー
ル（a＄一＄affar）朝のヤアクーブ（Ya‘q｛1b　b．　ai　－Layth，265／879年没）と弟アムル（‘Arnr，
289／902年没）、窟嘗達（khadam）の情報などに関する情報も豊かで、更にはヒムヤルの王達
（al～Adhwa’，イエメソ、～6世紀）の末路、ネストリウス（Nastitrus）追放事件を始め、マ
ルワづ2世（M騨励．M伽㎜ad　al－∫識，ウマイヤ轍リブ、磁127／744年～132／750
年）の年令、ムウタディド（組一Mu‘ねφd　bi－’1王iih，アッバース朝カリフ、在位279／892年～289／902
年）の幽霊事件等々の詳細も記されていたようである⑧。『黄金の牧揚』はこの作品を要約し
たものであろうか（9）。
　次に著されたのは『中間の書』al　一　Kitab　al　一、Awsa（である（10）。この書は『時代の清報』と周
様な内容を持ち、『時代の情報£よりは短く、『黄金の牧場毒よりは長い作贔と考えられる。イ
スラームとビザソツとの関係や、預署者の妻達の記述、シリア征撮、バグダード建設にまつわる
語、イドリース朝（balad　Idrfs　b．　Idrrs，モロッコ、172／789年～364／974年）に関する情報、ア
ミーソ（Mubammad　a1－A面n，アッバース朝カリフ、在位193／809～198／8B年）がどのように
殺害されたのかの意見の相違、332／944年までのウマイヤ朝の書記達とアッバース朝の宰相達の
憐報、同年までのハディース学者の伝などでは、『時代の情報』にない記事をも含んでいたのか
も知れない（11）。
　3番目に著されたのが、『黄金の牧場』の初稿（336／947年）で、本稿で取り扱うものである。
この書に関しては、以下に詳しく紹介するが、『時代の情報』にも『中間の書』にもない新しい
記事も含まれているようだ（12）。なお、『黄金の牧場』には、改定・増補され、365部（juz’）に
分けられた第2稿（345／956年）があるようだが、現在は知られていない。
　第4の書は恐らく『各種の知識と過去の時代に起こったこと』（K．F観勘α1－1瞼‘伽∫
獺一1瞼勲鷹グ4－0繍’αs－Sα溜∫ρで、やはり、前イスラ～ム期とイスラーム期の両方を扱っ
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ていると考えられる。m－一マ・ビザンツ皇帝達（mulitk　ar－Rifm）の情報をはじめとするギリ
シア人（a1－Y肱aniyy負n）とローマ・ビザンツの歴史や文化の記述が詳しく、チュルク
（at－Turk）の西進の理由やイフリーキーヤ（1frfqiyya，現チュニジアとアルジェリア東部）の
歴史、預言者ムハソマドが各地の支配者達に派遣した使節達などに関する豊かな情報も提供して
いるようだ（13）。
　第5の書は『諸学の財宝と過去の時代にあったこと』θK．1）加々1読プα1－‘Ulitm　ua－1吻κク澱
fi　Saiif　nd－Dtthilr］で、第4の書と同様、　m一マ・ビザソツの歴史に関して、ペルシアやイス
ラームとの戦争などの情報を含み、ペルシアのサトラプ達（mu簸k　at－Tawa’if）に関しても記
述していたようだ（14）。
　第6の地歴書は『過去の時代に起こったことの回顧』（K．α1一盈∫疏版7露一腋伽δガSδ」ガア
al－、4‘5δ〃で、『提言と再考』の基になったものらしい（15）。サワード（as－Sawad，下メソポ
タミア）に関する章及びイラークの灌洩の記述を含み、コソスタソチヌス皇帝のキリスト教入信
の理由をはじめとするm一マ・ビザソツに関する詳しい情報を提供する他、預言者ムハソマドの遠
征やアリ～と子孫達の特質なども扱う（16）。第5の作品よりは大部のものではなかったろうか（17）。
　そして7番目が『提言と再考』で、この作品は彼の全著作中、最後のものである（18）。内容は、
この書の目的の記述に始まり、天体、四季、風、大地、7イクリーム（aqal；m／iqlfm，世界区分
としての州）、5海洋、7民族、ペルシアの5層の諸玉、ギリシア人の諸王、ローマ・ビザンツ
の諸王、ビザソツの領土、ムスリム側とビザンツ側の捕虜、アダムからムハソマドまでの世界史、
諸民族の暦を扱った後、ムハンマドの誕生からムティーウ（a！－Muti‘）のカリフ時代（khil譲fah）
の345／956年までの歴史に進み、ムハンマドの誕生からヒジュラ（a1－Hi∫rah，聖遷）元年、ヒ
ジュラ2～11年の各年、アブー・バクル（Abit　Bakr）～アリー、ハサン（a1－Hasan，アリーの
子）の各カリフ時代、ムアーウィヤ～マルワーソ2世の各時代（ay頭m）（19＞（但し、ウマル2
世はカリフ時代）、マルワーン2世殺害以後の後ウマイヤ朝、サッファーフ（as－Saff蝕）から
ムティーウまでのアッバース朝カリフ時代（ムウタスィム、ムクタディル、ラーディーの各カリ
フ時代が詳しい）を扱っている。全83章からなり、『黄金の牧場』（全132章）の5分の1強の
長さに当たる。全体の5分の1程が地理、残りの5分の4程が歴史の記述と言えるが、歴史のう
ち2分の1程を非イスラーム史が占めている。そして、ローマ・ビザソツの情報や、ムハソマド
の伝記などは、『黄金の牧場』の記述よりも詳しい。『提言と再考』は脱線が極力押えられた結
果、『黄金の牧場』に比べて、無味乾燥のきらいはあるけれども、中身はより充実し、より論理
的な作品となっている。また、それまでの記述の誤りを正しており、彼が既に著した作品の改正
を常に心がけていたことを示す（20）。
　さて、現在利用できる『黄金の牧場』は、
1章　この書の目的の概要
2章　この書が含んでいる諸章
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3章始まり、万物の創造、アダムからアブラハム（lbrahrm）までの人類の創造
4章　アブラハムと彼の時代に続くイスラエル人（Ban食　lsra’fl）の諸預誉者・諸王の話
5章　ダビデ（Dawud）の子ソロモソ（Sulaym言n）の子レハブアム（Arkhubu‘am）と彼の時
　　　代に続くイスラエル人の諸王の統治、諸預言者に関する情報の要約
6章　キリスト（a1－Maslh，メシア）とムハソマドとの問の過渡期の人々
7章　イソド人とその思想や諸王国の始まりや生活習慣や信仰儀礼に関する情報の要約
8章大地と海洋、河廻の始まり、山岳、7イクリームとそれを支配する星、その他
9章　海洋の移動と大河川に関する情報の要約
10章　アビシニアの（Habashi）海（＝イソド洋）に関する情報、その大きさと分岐と諸湾につ
　　　いて讐われてきた事柄
11章　満潮と干潮に関する人々の意見の相違、それについて言われてきた事柄の概要
12章　ルームの（Ritmf）海（謹地中海）、その長さと幅と始まりと終わりについて讐われてき
　　　た事柄の説明
13章　ポントゥス（Buntus）の海（罵黒海）、マエオティス（M葡u‡is）の海（＝アゾフ海）、
　　　コンスタソティノープル（al－Qustantfniyya）の湾（鳳ダーダネルス・ボスポラス両晦
　　　峡とマルマラ海）
14章　デルバソド（al－Bab　wa’1－Abwab）とハザル（al－Khazar）とゴルガーソ（Jurjan）と
　　　の海（置カスピ海）、諸海全部の序列に関する情報の要約
15章　中国とチュルクとの諸王、アームール（‘AmQr，ゴメル？）の子孫の分散、中国とその諸
　　　王との情報、彼らの伝記・政治の概要、その他
16章諸海と、それらの島や沿岸の諸驚異・諸民族や、諸王の序列や、その他に関する情報の要
　　　約
17章　カフカス（a1－Qabkh）山、アラーン（a1－Lan）やアヴァール（as　－Sarrr）やハザルや
　　　種々のチュルクやブルガール（al－Bulghar）といった諸民族に関する情報、デルバンド
　　　や、彼らのまわりの諸王と諸民族に関する情報
18章　シリア人（as－SuryaniyyQn）の諸王
19章　モースルとニネヴァ（N並awa）の諸王、即ちアッシリア人（al　一一　AthitriyyCln）
20章　ナバタイ人（an－Nabat）他のバビ1＝ン（Babil）の諸王、即ちカルデア人（al－KaldaniyyCn）
21章第1期ペルシア人の諸王、彼らの伝記、彼らの情報の概要
22章　サトラピー（at－Tawざif，諸藩、諸州）とアルサケス家（aトAshghan）の諸王、郎ち第
　　　1期ペルシア人と第2期ペルシア人との問の者
23章　ペルシア人（Faris）の系譜、そのことについて人々が言ってきた事柄
24章　サーサーソ朝（as－Sas6niyya）の諸王、即ち第2期ペルシア人、彼らの伝記、彼らの情
　　　報の概要
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25章　ギリシア人の諸王、彼らの情報、彼らの系譜の始まりについて人々が醤ってきた事柄
26章　インド人の地でアレクサソドロス（a1－lskandar）に起こった出来事の概要
27章　アレクサソドmス以後のギリシア人の諸ヨ三
28章　ローマ人（ar－Ram）、彼らの系譜の始まりについて人々が言ってきた事柄、彼らの諸王
　　　の数と年史、彼らの伝記の概要
29章　キリスト教徒化した（mutanas＄ir）ローマ人の諸ヨ三、即ちコソスタソティノープルの諸
　　　王、彼らの時代にあった事柄の瞥見
30章　イスラームの出現後、ilマヌス［1世］　（Armanas）即ち332年（＝西暦943年）の王ま
　　　での［東］m一マ人の諸王
31章　エジプトとその情報、そのナイル（an－Nf｝）と、諸驚異、諸王の情報
32章　アレクサソドリアの情報、その建設、諸王、諸驚異、この章に付随した事柄
33章　黒人、彼らの系譜、諸種族の相違、住居の異なり、諸王の情報
34章　スラブ人（a＄一＄aq謹ba）、彼らの居住地、諸王の情報、諸族の分散、
35章　フラソク人（a1－lfranja）とガリシア人（a1－Jalaliqa）、彼らの諸王、彼らの構報やアソ
　　　ダルス（a1－－Andalus，イベリア半島のイスラーム支配地域）の民との戦いの概要
36章　ロムバルド人（a簸一N負kubard）、彼らの諸王、彼らの居住地に関する憐報
37章　アード人（‘Ad［アラビアの民の名〕）、彼らの諸王、彼らの情報の瞥晃、彼らの長寿に
　　　関して言われてきた事柄
38章　サムード人（Thamad〔アラビアの民の名］）、彼らの諸王、彼らの預言者サー｝コフ
　　　（＄alih）、彼らの情報の瞥見
39章　メッカと、その惰報、神殿の建設、ジュルフム人（Jurhum［アラビアの民の名］）他の
　　　そこを次々に支配した者、この章に付随した事柄
40章　大地や諸國の描写に関する情報の概要、祖国への憧れ
41章　イエメソ、イラーク、シリア、ヒジャーズ（al一璃az）と名付けられた意図に関する人々
　　　の意見の相違
42章　イエメソ⊂人］、その系譜、そのことについて人々が言ってきた事柄
43章　イエメンと、トゥッバア達（滋一Tababi‘a／at－Tubba‘［古代南アラビアの王達の称号］）
　　　他のその諸王、彼らの伝記と統治年数
44章　イエメソ［人］他のヒーラの諸王、彼らの情報
45章　ガッサーソ人他イエメソ［人〕のシリアの諸王、彼らの情報
46章　アラブ人（al－　‘Arab）他の遊牧民、彼らが沙漠に住む理由、山地のクルド人（a1－Akrad）、
　　　彼らの系譜、彼らの情報の要約、その他この主題に関連した事柄
47章　ジャーヒリーヤ時代（a1　一　Jahiliyya）のアラブ人の諸宗教と思想、各地への分散、　“象の
　　　衆”　（イエメソを支配し、メッカに迫ったアビシニア軍）の憐報、アビシニア人
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　　　（a1－A埴bfsh）その他の事情、アブド・ル＝ムッタリブCAbd　a1－Mu重鰺1ib）、その他
　　　この章に付随した事柄
48章霊魂と桑と腸内寄生虫に関する£古代〕アラブ人の意見、それらに関する彼らの情報
49章　グール（ghflan／gh劔，鬼）とその変身に麗する⊂古代］アラブ人の欝い伝え、そのこと
　　　について他の人々が言ってきた事柄、その他この章に付随し、これらの主題に関連した事柄
50章　ハーティフ（hawatif／hatif，姿の見えぬ声）とジソ（jan／jinn，精霊）に関する［古代］
　　　アラブ人やその他の者でそれを肯定する人々、否定する人々の書い伝え
51章　人椙学や、卜占と鳥占い（共に、空を飛ぶ鳥に石を投げて左右どちらに行くかで吉凶を占
　　　う）、右曲がりまわりと左曲がり（共にガゼルや鳥の動きについて欝われ、それぞれ吉と
　　　凶の兆）、その他に関する［古代］アラブ人の意見
52章　占い術と、その特徽、それについて人々が語ってきた管報、理性的な魂とそれ以外の魂と
　　　の識別、眠っている者が見る夢について言われてきた事柄、この章に関連した事柄
53章　占い師達の情報の要約、サバア（Saba’）とマアリブ（Ma’rib［共に南アラビアの地名］）
　　　の地の大洪水（say1　a1－　‘Ar三m）、アズド人（al－Azd［南アラビアの属の名］）が諸国に
　　　分散し、国々に住んだこと
54章　アラブ人と非アラブ人（a1－‘Ajam）の年と月、一致する点、異なる点
55章　コプトとシリア人との月、その名称の違い、暦についての要約、その他この主題に関連し
　　　た事柄
56章　シリア人の月、ローマ人の月への合わせかたの説明、1年の日数、アソワー（anwa’，28
　　　宿の星の沈み）の知識
57章　ペルシア人の月、それに関連した事柄
58章　ペルシア人の曜日、それに関連した事柄
59章　アラブ人の年と月、Rと夜の命名
60章太陰暦の夜々についてのアラブ人の言、その他この主題に関連した事柄
61章二つの光源（置太陽と月）のこの世界への影響についての言、それについて警われてきた
　　　事柄の要約、この章に関連した事柄
62章世界、自然、空気、東。酉・南・北の各部分の特徴、更には星の支配
63章　神聖な館、貴い神殿、火と偶像の館、イソド人の信仰、星々、更には世界の驚異
64章　ギリシア人における神聖な館とその描写
65章　m一マ人の祖先達における神聖な館とその描写
66章　スラブ人における神聖な館とその描写
67章　ハッラーソの人他のサービア教徒の神聖な館と貴い神殿、その諸驚異とそれについての情報
68章　火の館の情報、その建築法、拝火教徒の情報、その建築に付随した事柄
69章世界の始めから我らの預言者ムハソマドの誕生までの歴史の概要、この章に付随した事柄
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70章預書者［ムハンマド］の誕生、彼の系譜、その他この章に付随した事柄
71章彼の伝轟と、彼の聖遷までにあった事柄
72章　彼の聖遷、彼の死去までその時代にあった事柄の概要
73章彼の誕生から彼の死去までにあった事柄・事情に関する情報
74章彼が言い始めた、彼以前には人類の誰を通しても保持されてこなかったことば
75章　アブー・バクル・アッ＝シッディーク（a＄一＄idd　q）のカリフ時代（khilafa）、彼の系譜、
　　　彼の情報と伝記の讐見
76章　ウマル（‘Umar）・ブソ・アル＝バッターブ（a1－Kha‡塚b）のカリフ時代、彼の系譜、
　　　彼の管報と伝寵の警見
77章　ウスマーソ（‘Uthman）・プン・アッファーソCA丘蝕）のカリフ時代、彼の系譜、彼
　　　の情報と伝記の瞥見
78章　アリー・ブソ・アビー・ターリブのカリフ時代、彼の系譜、彼の情報の警見、彼の兄弟姉
　　　妹の系譜
79章　“酪駝の日”　（アリーがバスラ近郊でカリフの対抗馬2人を敗った戦いのH）に関する情
　　　報、その始まり、その日に起こった戦い、その他
80章イラークの民（＝＝アリー軍）とシリアの民（瓢シリア総督ムアーウィヤ1世軍）との間に
　　　シッフィーソ（＄i癒n［ユーフラテス上流の荒野名］）で起こった事柄の概要
81章　二人の仲裁者、仲裁の始まり
82章彼（瓢アリー）とナフラワーソ（an－Nahraw蝕［チグリス下流の運河地帯名］）の民郎
　　　ち異端者達（菰ハワーリジュ派）との戦い、この章に付随した事柄
83章アリー・ブソ・アビー・ターリブの殺害
84章彼のことばと敬神の瞥見、この主題に付随した彼の情報
85章アル＝ハサソ・ブソ・アリー（アリーの子アル＝ハサソ）のカリフ時代、彼の情報と伝記
　　　の瞥見、
86章　ムァーウィア・ブソ・アビー・スフヤーソ（Abf　SUIiyan）ムァーウィヤ［1世］）の時代
　　　　（ayy袋m）、彼の情報の瞥見
87章　ムアーウィヤの性格と政治の要約、彼の珍しい情報の精選
88章　〔ムハソマドの］教友達（a＄　一一　Sababa）と彼らへの賛辞、アリー・ブソ・アビー・ター
　　　リブとアル・・アッバースと二人の徳
89章　ヤズィード（Yazfd）・ブソ・ムァーウィヤ・ブソ。アビー・スフヤーソ（ムァーウィヤ
　　　［1世］の子ヤズィード〔1世］）の時代
90章　アル＝フサイソ（al－Husayn）・ブソ・アリー・プン・アビー・ターリブ（アリーの子
　　　アル＝フサイソ）の殺害、彼の家の老と支持者で殺された者
91章　アリー・ブソ・アビー・ターリブの子孫の名
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92章　ヤズィードの情報と伝記の瞥見、彼の珍しい行動の一部、ハッラ（a1－Harrah［メディ
　　　ナ郊外の戦場名］）その他であった事柄
93章ムアーウィヤ・ブソ・ヤズィード（ヤズィード［1世］の子ムアーウィヤ〔2世〕）、マル
　　　ワーソ・プソ・アル＝：バカム（a1－Hakam）マルワーソ［1世］）、アル＝ムフタール
　　　（a1－Mukh掘r）・ブソ・アビー・ウバイド（AbT‘Ubayd）、アブドッラーフ（‘Abd
　　　Allah）・プン・アッ＝＝ズバイル（az－Zubayr）の時代、彼らの情報と伝記の瞥見、彼ら
　　　の蒔代にあった事柄の一部
94章　アブド・ル：マジクCAbd　al－Malik）・ブソ・マルワーソ（マルワーソ［1世］の子
　　　アブ5““ル＝マリク）の時代、彼の情報と伝記の警見、アル＝バッジャージュ・プン・ユー
　　　スフ（Yitsuf）と彼の行動、彼の珍しい情報
95章　アル＝バッジャージュの情報の要約、彼の演説、彼の行動の一部に見られた事柄
96章アル＝ワリード（a1－Walfd）・ブソ・アブド・ル＝マリク（アブド・ル＝マリクの子ア
　　　ル篇ワリード［1世］）の時代、彼の情報と伝記の瞥見
97章　スライマーソ（Sulayman）・ブソ・アブド・ル＝マリク（アブド・ル＝マリクの子スラ
　　　イマーン）の時代、彼の情報と伝記の瞥見
98章　ウマル・プン・アブド・ル＝アズィーズ（‘Abd　a1－　‘Azrz）・プン・マルワーン・ブソ・
　　　アル＝ハカム（マルワーソ［1世］の孫ウマル［2世］）のカリフ時代、彼の情報と伝記
　　　と敬神の瞥見
99章　ヤズィード。ブソ・アブド・ル＝：マリク（アブド・ル＝＝マリクの子ヤズィード［2世］）
　　　の時代、彼の情報と伝記の瞥見
100章　ヒシャーム（Hisham）・ブソ・アブド・ル＝マリク（アブド・ル＝マリクの子ヒシャー
　　　ム）の時代、彼の情報と伝記の瞥見
101章　アル＝ワリード・プン・ヤズィード・プン・アプド・ル＝マリク（ヤズィード［2世］
　　　の子アル＝ワリード［2世］）の時代、彼の情報と伝記の瞥見
102章ヤズィード・ブソ・アル・・ワリード・プン・アブド・ル＝マリク（アル＝ワリード［1世］
　　　の子ヤズィード［3世］）と彼の兄弟イブラーヒーム（lbraltfm）の時代、二人の時代に
　　　あった事柄の瞥見
103章イエメソ人（a1－Yamδnlya，南アラブ諸部族）とニザール人（an－NizEiriyya，北アラブ
　　　諸部族）の間の対抗意識の原因、そのことがウマイヤ家（Ban負Umayya）にもたらした
　　　不穏
104章マルワーソ。ブソ・ムハソマド・ブソ・マルワーン・ブソ。アル＝バカム（マルワーン
　　　［1世コの孫マルワーソ［2世］）の時代
105章ウマイヤ家が支配した期間と年数
106章アッバース家の（a1－‘Abbasiyya）［高貴な］王朝、マルワーソと彼の殺害についての
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　　　情報の瞥見、彼の戦争と伝記の概要
107章アッ＝サッファーフのカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代にあった事柄の瞥見
108章アブー・ジャアファル（Ab9　Ja‘far）・アル＝マソスール（a1－Man謁r）のカリフ時代、
　　　彼の情報と伝記の要約、彼の時代にあった事柄の瞥見
109章アル＝＝マハディー（a1－Mahdr）のカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代にあっ
　　　た事柄の瞥見
110章アル＝＝ハーディー（al－Hadf）のカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代にあった
　　　事柄の瞥見
i11章アッ＝ラシード（ar－Rashfd）のカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代にあっ
　　　た事柄の警見
H2章バルマク家、彼らの情報、彼らの時代に彼らに見られた事柄
！l3章アル＝アミーソのカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代にあった事柄の瞥見
114章アル＝マアムーン（a1－Ma’mQn）のカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代にあっ
　　　た事柄の瞥見
115章アル＝ムウタスィム（al－Mu　‘tasim）のカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代
　　　にあった事柄の讐見
116章アル＝ワースィク（a王一wathiq）のカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代にあっ
　　　た事柄の瞥見
117章アル＝ムタワッキル（a！－Mutawakki1）のカリフ時代、彼の情報と衝記の要約、彼の時
　　　代にあった事柄の瞥見
118章アル；ムソタスィル（滋一Munta＄ir）のカリフ時代、彼の情報と伝舘の要約、彼の時代
　　　にあった事柄の瞥見
119牽アル＝ムスタイーソ（a1－Musta‘£n）のカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代
　　　にあった事柄の瞥見
120章アル＝ムウタッズ（a1－Mu‘tazz）のカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代にあっ
　　　た事柄の瞥見
121章アル；ムフタディー（a1－Muhtaδi）のカリフ時代、彼の清報と伝記の要約、彼の時代に
　　　あった事柄の瞥見
122章アル：ムウタミド（al－Mu‘tamid）のカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代に
　　　あった事柄の瞥見
123章アル＝ムウタディドのカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の晴代にあった事柄の警見
124章アル＝ムクタフィー（a1－Muktaf£）のカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代に
　　　あった事柄の瞥見
125章アル・：ムクタディル（a1－Muqtadir）のカリフ時代、彼の情報と伝認の要約、彼の時代
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　　　にあった事柄の警見
126章アル＝カーヒル（al－Qahir）のカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代にあった
　　　事柄の瞥見
127章アッ＝ラーディー（ar－R繭）のカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代にあった
　　　事柄の警見
128章アル＝ムッタキー（al－Muttaqr）のカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の蒔代にあっ
　　　た事柄の瞥見
129章アル＝ムスタクフィー（a1－Mustaltfr）のカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代
　　　にあった事柄の警見
130章アル＝ムティーウのカリフ時代、彼の情報と伝記の要約、彼の時代にあった事柄の轡見
131章聖遷から現在、即ちこの書を書き終えた336年5月（＝西暦947年11－12月）まで、第2期
　　　の歴史の概要
132章イスラームの叢初から335年（瓢西暦946年）までに、人々を連れて巡礼に行った者
という内容を持っている（21＞。
　こうした『黄金の牧場』は、現存する写本の数と出所が指し示すように、何度も書き写され、
a1－Bak丘（487／1094年没）、　Y含q｛it（626／1229年没）、イブソ・ハルドゥーソ（808／1406年没）、
a1　－Maqrfzf（845／1442年没）他、アラビア語で著述した幾世代もの文人・学者によって次々と
利用されてきた。一方、マスウーディーのこの作品慮体も数多くの書物を利用している。第1章
に彼が調べたWahb　b．　Munabbih（110／728年或は114／732年没）、　Ib虚shaq（151／768年没）、　a1
－ Waqidf（207／823年没）、　a1－∫麟i写（254／868年没）、　az－Zubayr　b．　Bakkar（256／870年没）な
ど、85人の名や書物名が挙がっている他、この書の中にはそれ以外の書物への讐及が数多く見ら
れる。
　マスウーディ～は『黄金の牧揚』の始めに、家に留まり、たまたま入って来る情報で満足して
いる者は、広く旅をし、自分で詳細な貴重な情報を捜し出す者とは比べられないと言っているが、
まず、この書の最初の方の諸章で鶏につくのは、自らの旅行体験に裏打ちされた地理情報が歴史
記述の間に挿入されていることである。彼は歴史と地理をアラビア文学における2つの相互に密
接な関係にあるジャソルと認識していたようであり、人間の歴史とはその舞台となる地理環境の
記述なしには完全なものにtsらないと感じ、このように地理的コソテキストの中に歴史的出来事
を置くのではなかろうか。これは後に言及するこの書のアダブ（adab，教養人文学）的性格の反
映とも言える。
　そして、この書には、イスラーム世界のみならず、既知の非イスラーム世界に対するマスウー
ディーの関心の強さと偏見のなさもはっきりと認められるが、この点がマスウーディーをムスリ
ム歴史家の多くから区別する第2の特徴ではなかろうか。人類創造以来のイスラームの歴史以外
は殆ど視野にない者もいる一方で、彼は前イスラーム期のアラビアやペルシア及び非イスラーム
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圏の歴史も人類の歴史として考慮すべきであるとの観点に立っていた。啓示宗教を持っていない
人々がかつて王国を築き、現に築いている事実を認め、神の啓示（天啓）による歴史は、人間の理
性による歴史一マスウーディーに従えば、イソドや中国などの歴史一を補って初めて完全になる
と彼は考えている。神の存在を儒じながらも、彼は歴史については、神と人間の困果ではなく、
人間界の因果でとらえようとした。この考え方は、歴史における神の途切れることのない活動と
嗣時に、ギリシア・インドから学んだ物理的宇雷の自然法則をも認めるという彼の姿勢に通じる。
　その上、後に『黄金の牧場』第3章の解説の項で詳しく取り上げるが、神の光がムハソマドの
子孫に伝わっていくと明記するとか、アリーに関する出来事が預言者ムハンマドの伝記よりも強
調される、或はアリーの息子ハサソのカリフ位を記述する、更にはウマイヤ朝期の記述にはウマ
ル2世を除いてカリフ位が登場しないといったように、シーア派の史観が出ている。ここでは、
矛盾が更に深まるように映るが、一方ではシーア派の神智論と神によるアリーの家族のための
“
不可思議な”介入とを信じ、他方ではギリシア・イソドの哲学的伝統の中で理解される、宇宙
の組織的かつ合理的な秩序を信じていたようだ。
　更には、タバリーと比較することによって、よくわかる特微がある。タバリーの書は著着自身
による歴史叙述ではなく、およそ記されたもの、或は語り継がれたものを問わず、それまでに存
在したあらゆる歴史的伝承の集大成を意図したものである。それゆえ、同一の出来事の異なった
見解が次々と挙げられており、読者に判断の下駄を預けている。ここで、様々な話がまとまるの
は“年”という単位の下であり、ある意味では締まりのない作品となっている。
　マスウーディーはタバリーを高く評価し、彼の作品を大いに利用している。しかし、叙述方法
に関しては、ある出来事に対して、様々な見解の中から一つの見解だけを選び、様々な出来事を
年代順に並べ、物語体の歴史をとる。彼が用いた資料の一字一句には殆ど囚われず、簡潔な読み
易いものを目指した。マスウーディーは出来事を原因・結果の連続的な流れ（どの出来事も次の
出来事の序であり、前の出来事の結である）としてとらえる。これはアリストテレス他ギリシア
の自然科学者の方法に影響されたものかも知れない。
　タバリーとの比較をまとめると、まず、タバリーは出来事を“年”別に記録し、マスウーディー
は歴史を“主題’牙旺に扱い、タバリーのwa（“そして”）構文（集積的）に対して、マスウーディー
はfa（“それで”）溝文（継起的）を採用する。歴史における真実を追い求めるために、マスウー
ディーは当時の学問に対する自らの幅広い知識を頻繁に活周し、タバリーのように情報の正しい
伝達を主目的とする歴史家とは異なった姿勢を示す。歴史における正確さとは、マスウーディー
にとっては、自然現象の容認された法測を背景に歴史の事象を検討して、その真偽を判断するこ
と、それゆえ、人は常に彼の地理的環境に照らして、判断されることを意味した。しかしながら、
タバリー同様、自らの創造物の行く末を淳くことによって自らの存在を明らかにする神によって
世界は支配されているという見解を持ち続けていた。邸ち、歴史の全過程は、人類を創造し、人
類を救済に導くための神の偉大な計画の一環であり、人類史を、天地の創造から最後の審判に至
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る時間の経過のうちにとらえるのである。
　その他、『黄金の依場』にはアダブ的性格がよく現れている。まず、この書を細かく見ていく
と、地歴書と誉うより百科全書的な歴史作品と雷った方がより正確であり、マスウーディーは地
誌、博物誌、伝記、詩集といった、それぞれ独立した範疇とみなされがちであったものを一つの
作品の中に組み込んでいる。歴史の素材が自然であり、歴史を形成するものが人間であれば、
“総合的な”歴史書には自然と人間に関するあらゆる分野の記述が含まれることは当然かも知れ
ない。
　また、この書には随所にあらゆる種類の余談（sawanih，逸話・ジョーク・奇談などに見られ
る）が挿入されている。　“真面目な”歴史家には本文への邪魔物と映るかも知れないが、一般織
字層を対象とするアダブでは、鵠来事の無味乾燥な列挙にすぐ飽きてしまう読者達に対して、こ
うした脱線はめり張りをつける上でも必要不可欠な要素である。同様な技法は、更に本文にも見
られ、例えば、第113章中のアミーソとマアムーソの内戦に関する一連の記述は、バグダードの
或る盲目の詩人による各詩が核となって進んでゆき、読者を飽きさせない。
　アラビア語による歴史作品の殆どは3人称で書かれており、著者がどんな人物かを感じ取るこ
とは難しい。それに対して、マスウーディーは1人称を用い（但し、自分自身に言及する時に、
エディトリアルの“我々”を用いることが多い）、読者は読み進むにつれ、この著者がどのよう
な人物なのかが次第にわかってくる。P．LundeとC。Stoneに従えば、マスウーディーは好奇心
駈盛で、心が暖かく、雅量があり、廟惚れが強く、法曹家を毛嫌いするという人物像を承す。ち
なみに、マスウーディーはなめらかで飾り気のないアラビア語を使い、語彙が豊かである。
　最後に『黄金の牧場』を高く評価したイブソ・ハルドゥーソの説を紹介する。彼は、マスウー
ディーの上述した特微の2つ、即ち、マスウーディーが歴史と地理の間に強いつながりを認めた
ことと、マスウーディーがアラブ以外の民族、イスラーム以外の宗教、そして遠隔の土地に関し
て特別な関心を持ったこととを強調し、このことによって、1で紹介したように、「マスウーディー
の書は歴史家のための基本的参考書…　　となった」と述べる。そこで自身は「マスウーディー
が彼の時代のために書いたように、今の時代のために書かねばならない。そうすれば、それはか
ならずや後世の歴史家が見倣うべき手本となるであろう」。しかし、この15世紀のアラブ人学者
はIO世紀のこの先人と同じ広範囲をカバーすることはできないことを自覚した。というのも、イ
ブソ・ハルドゥーソが認めるように、「マスウーディーは自著で述ぺているように、広範囲にわ
たる旅行と各地での遍歴によって、記述を完全なものにさせた」からである。
　イスラームにおける歴史記述におけるマスウーディーの重要性、そしてイブソ・ハルドゥーソ
に対する彼の影響は、恐らく主に世界の歴史および他の民族の取り扱い方にある。即ち、マスウー
ディーがイスラームにおける歴史記述の地平を広げたことにあると言えるであろう。
　この『黄金の牧場』を見て、M．d’Ohssonはマスウーディーに“アラブ人のヘロドトズ’、
G．Sartonは“ムスリムのプリニウス（プリニー）”の名を冠したが、マスウーディーは旅行者、
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マスウーディー著陵金の牧揚と宝石の鉱囎の第三～第六章をめぐって（1）
地理家、歴史家、文人と雷うだけでなく、ヒューマニスティクな態度とユニバーサルな見方を持っ
た多才な学者として、ある9立った位置を占める。即ち、マスウーディーはその生涯と作贔が当
蒔のイスラームの知的生活の人文的側薗を生き生きと映し出す卓越したアラブ入学者の一人であっ
たのだ。
注
（1）著作活動の開始は315／927年以後らしい（Khalidi，p．150）。
（2）醗寒教の源理に闘する言論』は漁2幻，§§5，783，1138，1205，1715，1945，1994，2078，2225，2256，
　　2291，2399，　2420，2741，2800，Tanblh，　PP．154，161－62、　r生の秘密』は1泌翻ゴ，§§5，533，988，　l　l95，
　　1248，280◎，3156，TanbTlt，pp．155，353、　『イマーム位に関する洞察』はル勧矯ゴ，§§6，1138，1463，
　　1952，2190、『イ’？・一一ム位に翻する精髄』はU匝m？」，§§6，1138，1463，1952、『カトイーヤ派イマーム
　　達の名前に関する説明の欝簡』は磁燐醇，§§2532，2798，TanbTlt，　p．297、『宗撒の原理に闘する解鰯
　　はMun？ブ，§§5，212，2256，Tanb7h，p．354、　『問題と経験』は搬循ノ，§§369，705，815，817，846，
　　2247、『7題』el　Mun？1’，§§928，1222－23，1232，1336、　il段階』はル勧動，§§533，630，928，1325，
　　1335に登場する。
（3）1撫吻，§989では、史学（‘ilm　al－akhbar）の緬値を強調し、§§5－6では、歴史書を諸学衛の作晶
　　の最後に著したように｝敦れる。Khalidi，p。32参照。また、　F．Rose飢ha1に従えば、マスウーデ〈一は轍
　　界のあらゆる物質的現象を歴史の下に扱おうとした（湾亙観のFO∫漁∫」珈躍s’爾og｝妙1げ，2nd　ed．，
　　Leiden，1968，p．136）。
（4）『預君者一家の情報に関する理知の庭圏』はMttn2ti，§§1013，1943，2506，2742，3023、　ilmaくばかりの
　　歴史儲報と預暑者一家の情報に関する珍しい歴史俵承』e2　Murftコ」，§§1755，1677，3032、『諸会合の結
　　合’』は醗ζ痂ゴ，§§3014，3428，3608，Taアzδtlz，p．333に1登場する。
（5）Ta？thTJz，p．2は、『時代の情報』が叢初に著されたことを物語る。この鰹のフルネームはMttn2i，§50，
　　§892，§3605，Tanblh，　PP．1，2，144，175，400他に登場する。
（6）カリフや王達の時代の出来箏を記したもの（Mitn？」，§3606）世界創造（騒磁ブ，§§60，61）前イスラー
　　ム・非イスラーム（磁循ゴ，§§137，274，407，424，464，733，738，743，1082他）年代記（Mitrki，
　　§§1498，3240）宗派（1瞼吻，§§212，2076，非イスラーム§3201）法学派（価‘癬ゴ，§2921＞学者飯
　　　（磁罐ゴ，§§15，3353）諸学（瀕磁ゴ，§　1369＞カijフ達（鹸纏ゴ，正統カリフ§1523，他、ウマイヤ覇カ
　　リフ§1877，他、アッバース朝カリフ§2434，他）多くの情報（腋47翅，§§1－2）
（7）　30部　（Mm？」，　§　§299，304，880）、　第1部　（ノレ蛋瞬プ，　§880）、　第2部　（ル五｛痂ブ，　§　§299，304，776）、　第14部　（Mm2f，
　　§50）、第30部（ル勧幻，§2741，cf．シーア派0）活動§§3334，3433）
（8）ハワーリジュ派の章（樋4吻，§1737，cf．§1993）、アプー・ターリブ象（Uatrf4　j§§3032，3037，308Q，
　　3105，Tanbih　，　p．257）、コンスタソチヌス帝（ル勉7勿§738）、ヒーラ（Murt2i§1075）・ガッサーソ
　　　（Mu7’蔀ブ　§1082）、バッジャージュ　（Mz↓7幻§2112）、　バルマク家　（Murfc　i§2618）、食客　（磁‘矯ゴ
　　§3129）、サッファール朝（1協‘戒ブ§3176）、建二窟P（ルゐ〃7醇§3288）、ヒムヤル（ル罐ゴ§130）、ネストリ
　　ウス（Mi｛n？ノ　§748）、マルワーソ2世（磁｛漉ブ§2274）、ムウタディK（！晩〃切§3320）
（9）Shboul（p．73＞は、『黄金の牧場』は窪時代の憐報』と『中間の書』にないと思われる記蜜を含むこと、
　　文学的逸話や姻人的観察・体験の記事などに力点を移すことから見て、『黄金の牧場』は前二作品の要約
　　と見なすのは正しくないと雪う。
（1O）ル価ブ，§3，　TtmbSh，　p．2（第3の雷以下の順番も、ここに記されている）
（U）イスラーム・ビザソツ関係（ル勧動§§756，763，？69）、預言者の妻達（泌磁ゴ§1476）、シiL）ア征嚴
　　　（磁｛瞬ゴ§1668）、バグダード建設（Mttnh｛コ’§2382）、イドリース朝（1泌‘痂ゴ§2405）、アミーソ殺警
　　　（Miρn？」§2687）、霧記と宰相達（搬癬ブ§2986）、ハディース学者｛云（／1伽幻§3069）、　匿時代の傍韓』
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　　にない配轟（その他1泌魏彰§§880，2150）
（12）『中間の書』の次とある（Midブ§2112，cf．§3605）。新しい記事が含まれ（1脈吻§1575）、具体的に
　　は、ワリード（§2150）、パルマク簸（§2618）、食客達（§3129）、サッファール朝のヤアクーブ・アッ
　　ライスと弟アムル（§3176）に醐する憶報などのようだ。
（13）ギリシアとローマ・ビザソツ（Tanδn－h，　pp．121，144，151，153，158，160，174，182）、チュルクの西進
　　　（Ta？tbTJt，　p．180）、イフリーキーヤ史（Tanbfh，　p．333）、預雪者の使節違（Tmb7h，　p．261）
（14）対ペルシア・イスラーム（7セη翫1彦pp．175－76）、サトラプ達（7と肋鍛p．97）
（15）『鍵讐と再考』の蓋とある（Tanbih　pp．84，　97，176，401）
（16）　サワード章　（Tanbik　，　p．102）、イラーク溝溜1（Tanbiiz　，　pp．53－54）、　ローマ。ビザソツ　（Tanbfh，
　　pp．128，133，137，144，176）、預雪者の遣征（7泌zう訪pp　271，272，279）、アリー達の特質（Tanbth
　　P．301）
（17）Khalidi（p．156）はその理由として『提欝と再考』での弩及が第5の璽より多いことを挙げる。
（18）最後の書（Tanbfh　p．5）
（19）　本稿p．　20蓬参照
（20）『提讐と再考』が誤りを正している佛として次のようなものがある。コソスタソチヌスがキリスト激徒に
　　　なったのは、奮黄金の牧揚』では統治の1年後（§734）、或は統治の17年後に開かれたと讐うニカエアの
　　会議の際（§737）となっているが、　『提讐と再考』では20年以上の統治の後にキリスト教徒となった
　　　（pp．142－13）とある。また、コソスタソチノープルは『黄金の牧場』では東と北を海に囲まれている
　　　（§739）としているが、『提醤と再考』では三方を海に囲まれている（p，139）と変わっている。南部
　　　イラークに対するカルマト派の軍毒行動に関して、『黄金の牧覇』では301年1月1日にバハレーソの主
　　権者がバスラに入り、当地のアミールを殺したとなっている（§3433＞が、『提奮と再考』では311年4
　　　月と痘っている（p．380）。
　　　なお、彼の署轡には、その館『黄金の牧揚』と『提弩と再考』に讐及されているものとして、il宗tw（イ
スラーム）の原理に開する証拠の欝飾り避K．Nag？？t　al－Adiilah　f宏　Ust－tl　al－Miilai；（Murkj§5，　
Tanbih
　　pp．4－5）、『心の医術』K．τ∫うδ劔一1鞄爺s（哲学・科学1匝戚ブ§§988，1247）、『マスウーディー情報』
　　al－fYehtar　at－Mas‘　fkdiyyδt（歴史伽2励pp．259，333）、『理知と完全』K．観一1励δ醐’」－KaMδ1（醤
　　学・科学1肱罐ブ§1247）、源理と構造』K．α1－1瞼酸漉，醐，∫一τα2伽2δ（哲学・科学1協4吻§1325）、
　　　秘須の戒律に関する義務』K．a1－Wajib　fi　al－　Fun“t4　al一加顧9∫頒磁〃幻§1952）、窪ハーリジー派の
　　　諸派だけの支え』K．41一乃癖麟γ｛al－　Mufrad　li　一　Firaq　al－　1〈hawarij〈肋hAass　bi－1＿　khatvarii　ua＿firaqi＿
　　Itim）｝　（Mt｛n’e’1’§2190）、『｛神学に醐する｝取り罠し』K．α1一癬切グ｛∫i’1　一　KalδM｝　（磁〃幻
　　　§1223）、r厭うべき要求』K，　ad－1）α‘δ磁ωash　一　Sltanf　‘　ah（宗教Mttlilゴ　§1195）、　iltwかしい書』
　　al－　Kitab　az　一　zalif（歴史ル乃癬ゴ§i463）、窪法規の原理に関する指針の酋飾り』K。　Nagm　al－、A‘1伽ゆ
　　　0瞬ZαZ一五顔の7置（Ta7thih　PP．4－5）、　『霊魂の抹患』1〈．　Rδ加’θZ－Andilz（騰更磁〃切§819）、　『諸王国
と諸軍隊との運営に闘する宝石の酋飾り』K．N確蹴α∫一血観諏γβTα4醜rαZ一漁η：δlih　t｛u’1－‘As蝕か（歴
　　　史Tanin“h　pp　．400－01）、『宗教の財宝と諸界の秘密』K．　Khaza”in　ad－Di－n　ma－Sirr　al－　‘　Alamfn（伽癬3
　　　pp．101，161－63，395）、　『諸僧条と諸宗教に蘭する質問と弁明』K．　al－Mtzsdil　ua’1－　’　ilai　fi　al－　Madhδhib
　　zca’　1　一一　Milal（Tanbfh　pp．4－5，155）、『雰アラブ人騎士達の死』K．　Maqδtil　Fursan　ai－　‘　Afα7n（歴史
　　　Tanbih　p．102）、　『諸王朝の盛嚢および諸見解と諸宗敦の変化』K．　TaqaUub　ad－Dttteal　ma　＝＝　Taghayyur
al－　f勤d　ua’1…　Miial（歴史？TanbTlz　p．334）がある。
こ（21）以下の注は次圃に掲載するコ
（1990．9．18受理）
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